
 

時代が動き、人物が動いた、その場所へ 

「「歴歴史史をを変変ええたた瞬瞬間間」」  
〈005237〉   水攻めの舞台から浅井氏歴史的勝利へ 

野良田の戦い 
滋賀 新コース 

出発日 2024年 1月 19日（金）          日帰り 

代 金 大人（おひとり様）15,000円 

食 事 昼食：1 回 

最少催行人員 10 名／添乗員同行します。 

大阪・梅田 8 時＝〇越川城址（肥田城の支城と

して築かれた城址）＝〇野良田の戦い・古戦場

址【肥田城水攻堤…山王祠・肥田城石碑…肥田

城石碑②…肥田城 土塁豪跡…肥田城・土塁…

野良田表の合戦址】＝〇後藤館址（六角氏の重

臣である後藤氏の館址）＝〇中野城址（日野城）

（六角氏の重臣である蒲生氏の居城）＝梅田

17 時ごろ着 

貸切バス会社名  千里山バスまたは同等クラス 

 

肥田城址 

  

野
良
田
の
戦
い
は
、
永
禄
３
年
（
１
５
６
０
年
）
８
月
中
旬
に
近
江
野
良

田
で
行
な
わ
れ
た
北
近
江
の
戦
国
大
名
・
浅
井
長
政
軍
と
南
近
江
の
戦
国
大

名
・
六
角
承
禎
軍
の
合
戦
。
こ
の
合
戦
で
浅
井
長
政
が
勝
利
し
、
浅
井
家
の

北
近
江
に
お
け
る
覇
権
が
確
立
し
ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
こ
の
戦

い
に
お
い
て
焦
点
と
な
っ
た
。
肥
田
城
の
攻
防
戦
や
こ
の
戦
い
に
敗
北
し
た

六
角
氏
は
、
そ
の
３
年
後
に
「
観
音
寺
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
出
来
事
が
起
き
、

そ
の
ゆ
か
り
の
地
も
訪
れ
ま
す
。 

  
 

 

 

〈005238〉  約 2ヶ月に渡り西軍方を釘付けにした戦い 

田辺城の戦い 
京都 新コース 

出発日 2024年 2月 2日（金）          日帰り 

代 金 大人（おひとり様）15,000円 

食 事 昼食：1 回 

最少催行人員 10 名／添乗員同行します。 

大阪・梅田 8 時＝〇宮津城址【宮津城太鼓門(馬

場先御門)…宮津城石垣…宮津城三の丸址…宮

津城・本丸址】（細川氏の居城。西軍方の侵攻

に備え放棄した）＝◎田辺城・田辺城資料館＝

〇天香山 桂林寺（6 世住持職であった大渓は、

幽斎への支援を行った）＝〇細川越中守忠興屋

敷址（細川氏の大坂屋敷）＝JR 森ノ宮駅 17

時ごろ着 

貸切バス会社名  千里山バスまたは同等クラス 

 

田辺城址 

  

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
６
月
、
度
々
な
る
上
洛
命
令
に
応
じ
な
い
上

杉
景
勝
を
討
伐
す
べ
く
豊
臣
家
の
大
老
と
し
て
、
徳
川
家
康
が
討
伐
の
為
、

出
陣
（
会
津
征
伐
）
。
家
康
と
対
立
し
て
い
た
石
田
三
成
は
こ
れ
好
機
と
し

て
家
康
討
伐
の
為
、
挙
兵
し
た
。
西
軍
（
三
成
方
）
は
、
機
内
の
家
康
側
勢

力
の
制
圧
に
乗
り
出
す
べ
く
、
東
軍
方
の
細
川
忠
興
の
領
国
で
あ
る
丹
後
に

向
け
て
１
万
５
千
の
大
軍
を
差
し
向
け
た
。
細
川
方
は
領
国
の
兵
の
大
半
を

忠
興
が
会
津
攻
め
に
引
き
連
れ
て
い
た
為
、
領
内
に
は
父
親
で
あ
る
幽
斎
と

僅
か
５
０
０
の
兵
だ
け
で
あ
っ
た
。 

  
 

 

毎日新聞旅行 

 



 

 

 
〈005239〉  約 2ヶ月に渡り西軍方を釘付けにした戦い 

土岐氏発祥の地 
岐阜 新コース 

出発日 2024年 3月 1日（金）          日帰り 

代 金 大人（おひとり様）15,000円 

食 事 昼食：1 回 

最少催行人員 10 名／添乗員同行します。 

大阪・梅田 8 時＝○鶴ヶ城址（築城時期は不明

だが、光衛によって築かれたと言われている城

址。城址は整備されており、堀切や井戸址など

が残る。比高 50ｍ）＝○一日市場館址（美濃

源氏発祥の地と伝わる館址。土塁などの遺構が

残る）＝○土岐頼貞の墓＝梅田 18 時ごろ着 

 

貸切バス会社名  千里山バスまたは同等クラス 

 

  

清
和
源
氏
源
頼
光
の
７
代
の
孫
光
衡
が
平
安
時
代
末
期
に
、
美
濃
国
土
岐
郡
一

日
市
場
館
を
本
拠
と
し
て
「
土
岐
」
を
号
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な

土
岐
氏
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
土
岐
氏
の
祖
先
は
、
清
和
源
氏
の
嫡
流
で
あ
る
摂

津
源
氏
（
多
田
源
氏
）。
摂
津
源
氏
は
、
平
安
時
代
「
朝
家
の
守
護
」
と
称
さ
れ
、

代
々
、
大
内
守
護
（
内
裏
警
備
、
天
皇
護
衛
）
を
務
め
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、

土
岐
氏
発
祥
の
地
で
あ
る
岐
阜
県
瑞
浪
市
を
訪
れ
、
一
日
市
場
館
や
、
南
北
朝
の

争
乱
時
に
「
桔
梗
一
揆
」
と
呼
ば
れ
る
強
力
な
武
士
団
を
形
成
し
尊
氏
を
支
え
た

頼
貞
の
お
墓
も
訪
れ
ま
す
。 

  
 

 

 

◆旅行代金はすべて大人おひとり様（税込み）で表示しています。 

◆バス旅行出発・乗車場所の「大阪・梅田」は毎日新聞ビル前です。 

◆現地の見学の為、マイクロバス利用になる場合があります。 

◆装備が記載されていないコースは、ウオーキングシューズでご参加ください。 

 

 
 

 

 


